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南ユーカリが丘自治会館管理運営規則 

 

第一章 総  則 

 

（名称および所在地） 

第１条  佐倉市より会館の管理を委託された南ユーカリが丘自治会（以下「自治会」と

いう）の元で管理運営する当会館を「南ユーカリが丘自治会館」（以下「会館」と

いう）と称し、千葉県佐倉市南ユーカリが丘 33番地の９、13、22、23に所在す

る。 

 

（目 的） 

第２条  この規則は佐倉市と自治会との間で使用許可された会館の円滑な運営管理に関

し、必要な事項を定める。 

 

（管理責任） 

第３条  自治会会長を統括責任者とし、自治会役員より選出された副会長（会館管理責

任者）（以下「管理責任者」という）が会館管理の総括責任者として管理運営にあ

たる。 

 

（管理責任者の任務） 

第４条  管理責任者は自治会会長と協議し、会館設備の管理保全および会館の管理運営

に必要な事務処理の任にあたる。 

但し、次の事項については自治会運営委員会（自治会役員会）に諮問し、その後、

総会にて承認決定されたものについて執行することとする。 

    １ 会館建物の保全補強に関する事項 

    ２ 会館運営上必要とされる新規付属設備の設置 

    ３ 会館既存設備の補修および取替えに関する事項 

    ４ 会館使用に関する許可制限事項 

    ５ 会館使用の維持管理費料金の改定に関する事項 

 

（会館の運用管理） 

第５条  管理責任者は会館運営上必要な範囲において、会館運営に伴う事務および諸業

務の従事に係るものについて自治会役員を指揮し補助させることができる。 

     なお、事務および各業務は次のとおりとする。 

    １ 会館の使用申込み受付事務および会館の鍵の保管 

    ２ 会館に関わる会計事務 

    ３ 会館運営全般の業務の処理 

    ４ 会務および会計業務の監査 

 



8 

第二章 会館使用 

 

（会館使用の申込および許可） 

第６条  会館を利用しようとするものは次の者でなければならない。 

    １ 自治会役員または自治会の業務に携わる者 

    ２ 自治会が認めた会員で構成された団体 

    ３ その他管理責任者が認めた成人の団体および個人 

     但し、第３項についてその使用の許可に条件を付することができる。 

 

第７条  会館を使用する者は次の手続きをして使用するものとする。 

    １ 使用者は使用日の３ヶ月前から前日迄に会館指定の申込書を受付担当者に提

出し許可を受けるものとする。 

    ２ 管理責任者は、第９条に規定する使用の制限に該当しない場合、先着の申込

みがない限りこれを許可するものとする。 

    ３ 使用の許可を受けた申込者は、第１４条に定めた所定の維持管理費を使用当

日までに支払い領収書を受取るものとする。 

      なお、申込者は会館使用当日に使用許可書を受付担当者に提示し、鍵貸出簿

に所定の事項を記入して鍵を受取るものとする。また、鍵返却時においても所

定の事項を記入するものとする。 

 

（会館使用上の注意事項および損害賠償） 

第８条  使用者は次の事項を厳守するものとする。 

    １ 使用時間は予め申込みをした時間内とし、やむを得ずその時間を延長する場

合は、直ちにその旨を受付担当者に申出てその承認を受けなければならない。 

      但し、その場合においても規約で定められた時間以外の使用は出来ないもの

とする。 

    ２ 使用時間は、準備および後片付けを含めた時間とする。 

    ３ 超過料金は、別途徴収することができる。 

    ４ 使用前の準備および使用後の整理整頓は使用者が責任をもって確実に実施す

るものとする。 

    ５ 会館の敷地内および会館内は禁煙とする。 

６ 会館使用中に生じたゴミ等の廃棄物は、使用者が持ち帰り、処理するものと

する。 

    ７ 会館内に長期に渡り私物等を保管する事が出来ないものとする。 

    ８ 使用後は会館使用者点検報告書に所定の事項を記入し、その旨を管理責任者

に報告する。 

    ９ 使用者が会館の設備および備品を破損または汚損し、もしくは紛失した場合

は現状復帰を原則とし、その損害を賠償しなければならない。 

      但し、統括責任者が認めたものについてはその限りではない。 

    10 会館の施錠は、使用者が確実に行い、貸与された鍵は使用後速やかに受付担
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当者に戻さなければならない。 

      但し、管理責任者の了解が得られれば次に使用する使用者に直接渡してもよ

いものとする。 

    11 会館の鍵は、統括責任者および管理責任者、受付担当者が管理する。 

 

（使用の制限） 

第９条  次のいずれかに該当する場合は、会館の使用は許可しないものとする。 

    １ 公の秩序を害し善良な風俗を乱す恐れがあると認めたとき 

    ２ 物品販売等営利を目的としたもの 

    ３ 政治・宗教を目的とした団体の利用 

    ４ 冠婚葬祭を目的としたもの 

    ５ 著しい騒音や振動を発生させ、近隣住民に迷惑をかけると認めたとき 

    ６ 建物及び備品等に損害を与える恐れがあると認めたとき 

    ７ 物品の保管を目的としたものと認めたとき 

８ その他会館の管理運営上支障があると認めたとき 

 

（使用許可の取消等） 

第１０条 使用者が次の何れかに該当する場合は、使用許可の取消または使用停止をする

ことができる。 

    １ 使用条件に違反したとき 

    ２ 使用に際し管理責任者の指示に違反もしくは使用上厳守事項に違反したとき 

    ３ 管理責任者は会館の管理運営上やむを得ない事情が生じた場合は、使用許可

を変更または取消をすることができる。 

    ４ 使用許可の取消等により使用者が損失を生じてもその賠償の責を負わない。 

 

（使用権譲渡の禁止） 

第１１条 使用者はその権利を第三者に譲渡または貸与したりすることはできない。 

 

（使用変更の手続き） 

第１２条 許可された事項を変更するときは使用者は直ちに管理責任者に申出て変更手続

きを取らなければならない。 

 

（使用料金） 

第１３条 会館の使用料は無料とする。 

但し、電気、水道料等会館の維持運営に必要な費用として、次に定める料金を維

持管理費として徴収する。 

 

（維持管理費） 

第１４条 会館使用の維持管理費を次のとおり定める。 

    １ 自治会が認めた自治会員で組織する団体の行事並びに自治会員が主催する行
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事および会議【下記表 1の維持管理費とする】 

    ２ 自治会員以外の者または他地区の住民および団体が主催する行事または会議

【下記表１の維持管理費の 2倍とする】 

    ３ 納入された維持管理費（料金）で使用当日の取消申出については返金しない。 

      但し、会館の都合または不可抗力で使用不能になったときはこの限りではな

い。 

表表表表 1111    会館使用会館使用会館使用会館使用におけるにおけるにおけるにおける維持管理費維持管理費維持管理費維持管理費    

「「「「使用使用使用使用時間時間時間時間」」」」はははは午前午前午前午前９９９９時時時時からからからから午後午後午後午後９９９９時時時時までまでまでまで    

維持管理費維持管理費維持管理費維持管理費（（（（円円円円））））    
使用区分使用区分使用区分使用区分    使用時間使用時間使用時間使用時間    

集会室集会室集会室集会室ＡＡＡＡ    集会室集会室集会室集会室ＢＢＢＢ    全館使用全館使用全館使用全館使用    

午午午午    前前前前    ９９９９時時時時～～～～12121212時時時時    333300000000円円円円    222200000000円円円円    505050500000円円円円    

午午午午    後後後後    13131313時時時時～～～～17171717時時時時    444400000000円円円円    333300000000円円円円    777700000000円円円円    

夕夕夕夕    刻刻刻刻    11118888時時時時～～～～21212121時時時時    333300000000円円円円    222200000000円円円円    555500000000円円円円    

                          (平成２３年度定期総会で一部改正) 

（維持管理費の免除） 

第１５条 自治会が主催する役員会等次に掲げる会議または行事のための会館を使用する

場合は前条の維持管理費は免除する。 

１ 自治会活動のため開催する役員会、班会等の会議および自治会が主催する行 

 事 

２ 自治会が認めた団体が社会福祉活動等のため開催する会議および行事 

３ その他自治会が維持管理費を免除することが相当であると認めた場合 

 

（休館日） 

第１６条 会館の休館日は次のとおりとする。 

    １ 年末年始  １２月２８日～翌年１月５日 

２ 臨時休館日 保守点検等のため、特別の事情により休館を必要と認めた日 

但し、統括責任者が必要と認めたときはこれを変更することができる。 

 

（使用時間） 

第１７条 会館使用時間は、午前９時から午後９時までとする。 

     なお、管理責任者の承認を得た場合は、会館使用時間を変更することができる。 

 

 

第三章 会  計 

 

（会計年度） 

第１８条 会館会計および特別会計の年度は、４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 
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（会館運営資金） 

第１９条 会館の運営資金は、会館使用者から受入れた維持管理費および自治会から交付

された資金による。 

 

 

（資金の管理） 

第２０条 運営資金は、会館の維持管理をはかるために次に係る各項の経費の支出に充当

する。 

    １ 電気、水道等の水道光熱費の支払い 

    ２ 設備の補修および備品の整備に充当する経費の支払い 

３ 日常業務を遂行するのに必要な消耗品等の経費の支払い 

４ その他会館の運営上必要と認められる経費の支払い 

 

（経理の管理） 

第２１条 会館運営の適正を期すため収支関係諸帳簿を備え、常にその経理を明確にして

おかなければならない。 

     また、期末に収支決算を行い、その結果を自治会運営委員会並びに総会に報告

しなければならない。 

 

（資産の管理） 

第２２条 会館の設備および備品について資産管理台帳を備え、その経理を明確にしてお

かなければならない。 

     統括責任者は、期末に備品点検を行い、その結果を自治会運営委員会並びに総

会に報告しなければならない。 

 

 

第四章 その他 

 

（個人情報の取扱い） 

第２３条 会館の使用申込書等で知り得た個人情報は、自治会以外での使用は認めないも

のとする。    

    

（備付簿冊および保存期間） 

第２４条 会館の運営管理に当たって次の簿冊を備えなければならない。 

     なお、各簿冊の保存期間も次のとおりとする。 

    １ 会館使用申込書綴（１年保存） 

    ２ 会館使用承認書綴（１年保存） 

    ３ 会館使用者点検報告書（１年保存） 

    ４ 鍵貸出簿綴（１年保存） 

    ５ 出納簿（５年保存） 
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    ６ 設備台帳、備品台帳（永久保存） 

 

 

附 則 

 この規約は、平成２２年 ５月 １日から施行する。 

 

附 則 

 この規約は、平成２３年度定期総会後から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


